元曉『法華宗要』訳注(1) by 元曉 & 金 炳坤 [訳]
























(2）義寂 ⑧『法花［経］料簡』 1巻（『古文書』）、⑨（2）・（3）義一 『法花［経］論述記JI1 
/2/3巻（『古文書』）、⑩『法花経験記』2/ 3巻 （『山王院蔵書目録一顕













要』（以下、 『宗要』） は、海東における現存する最古の 「法華経疏」 になる訳である（7）。
2.資料の検討 書誌学的考察 一














ところで、この③『大正蔵』所収本には、 「原本」 を翻刻するに際して、 判読できずに四
角（口） で記した43箇所の欠字がある。周知の如く、 ②徐居正（CE.1420-1488）等受命
（朝鮮成宗9年 ・CE.1478）編 『東文選』巻の83には、 『宗要』の「六門分別」（次項の図式










































う 「六門分別」が 「玄論』の科文を踏襲したものであるとされ、それがために、 一部の研究
者によって、 『宗要』を『玄論』のエピゴーネンとまで言わしめた、 言わば、問題の発端に
なったものである。
以下、先行研究において示された 『玄論』と 『宗要』 との科文の対応関係、さらには、こ
れに加えて 『妙法蓮華経玄義』（以下、 『玄義』）と 『宗要』との科文の対応関係を図式でもっ
て総合してみると(15）、































「消文（義）」 を有するものは、 『大慧度経宗要』l巻、 『法華宗要』l巻、 『金剛三昧経論』3












本稿では、「六門分別」のうち、 「初述大意」までの、原文 （批判校訂版） ・言｜読文 ・注記
を示し、その続きは、次稿に譲る。以下は、原文 ・訓読文に関する凡例を示す。
〔凡例〕
1. 〔原文〕は、 「仁和寺蔵本」を使用し、対校本として、 『東文選』所収の 「法華経宗要
序」を用いた。また、 〔原文〕の見出しに付した頁数は、 『東文選」 ・『大正蔵』・『韓併
全』の該当箇所を示す。









『』 経典・論書名、 「」経典の品名、（）小字双行、｛｝写経者による添字、 ［］
筆者による補足、 L 「原本」のおどり字 （すべて補って記した）、口 欠字の確定 ・誤
字の訂正・脱字の補填箇所を示す。
0.六門分別山























1 2. 開権 ・示実（却）













元二と言うは、唯だ一大事、例知見の 「開・示 ・悟 ・入」に於いて、 「元上」、「元異」、「令
知」、「令謹」の故に。元別と言うは、 三種平等にして、諸乗 ・諸身、皆な同ーの授、世間と
浬繋は永く二際を離れるが故に。是れを義理の深妙と謂うなり。
1 -4.妙法 ・蓮華 (1）倒







1 -5.妙法 ・蓮華（2 ) (261 







火宅］を出づること良に難し。是れ如来、之れを引くに権を園 てし、 国 車を羨ましめて、
鹿苑に於いて、有閣の箆身を示し、白牛を議して鷲岳に於いて、 元限の長命を顕わす。
1 -6.妙法 ・蓮葉 （3 ) (27) 
〔原文〕 （DMS.83p.lv, l.10 p.2r, l.5・T.34p.870c, l.29 -p.871a, l. 7・HBZ.lp.488a, l.8-
16) 


































( 1 ）志磐撰 （CE.1269）『例祖統紀」巻第二十三に 「建｜盗元年 （庚申請E三年）呉越王銭倣。i!使往高
麗日本。求逃逸数乗論疏。建隆二［CE.961］年。高麗図。il沙門諦観。持天台論疏至螺渓」（T.49
no.2035 p.249b. l.8 12）とある。引用文中、 ［••• J括弧内は筆者による。
( 2 ）金富執 （CE.1075-1151）撰『大党図的文集」巻第三「新創図消寺啓議僻」に 「緬惟海東側法七
百鈴載 ij¥[諸宗競演衆数互陳而天台一枝明夷干代 昔者元｜銭菩薩楠美於前諦観法師侍揚於後
宇奈機縁未熟光岡1U~ 由 教法流通似特有待」（HBZ.4 p.530b. L.8-13）とある。
( 3 ) （福士慈稔 ［2009]pp. l 2，註記 （4)(5） 参照。ちなみに、同研究手法を用いて新羅時代ま
での 「法華経疏」について最初に言及した （江田俊雄 ［1936]pp.50-51）には、七師12部とある。




して 「輿要略可針検［＝検の誤植］之」［T.55no.2183 p.1150a. 1.5］としてゐる。（辻森要修）」（『仰
解』10.p.73a）参照。引用文中、 ［…］括弧内は筆者による。
( 6 ）①仁和寺蔵本（請求記号塔中蔵第49箱第13号） 内題・ 「法華宗要元暁師撰」完本。
⑨京都大学附属図書館蔵本（請求記号 ：蔵／7／ホ／25）題君主 「法華経論述記 巻上」欠本。




( 7)元暁以前の海東における法華 ・天台教学の研鈴者 （以下、①～⑦は生没年順） に、①新羅｛曽朗智
(CE. -527-661ー）、 ②百済僧~正（CE.-532-549－）、③百済僧玄光 （CE.-573－）、④高句麗僧慧慈 （CE.
595-622）、⑤高句麗僧波若（CE.562613）、⑥百済僧慧瀕［葱現］(CE.570 627）、⑦新緩僧縁光
(CE.-601-604－）が女lられているが、彼らが法撃章疏を著したという記録は見当たらなL、。詳しく
は、（鈴木党心 ［1934］・金煤泰 ［1977・1983］・金昌爽 ［1978］・福士慈稔 ［1988］・李永子 ［1988a］・
安重詰 ［1993］・桑谷祐顕 ［2007］）参照。
( 8 ) （金昌爽 [1979a］・石井公成 ［1983］・任扇植 ［1983］・李箕永 ［1983・1984］・控入良道 口984］・
徐輔鉄口985a・1985b］・徐祭愛［1995］・金英吉 ［1998］・橘川智昭 ［2003］・Muller,A. Charles 
[2009］）参照。
( 9 ) （底田義遜 ［1960］・宮沢慶栄［1975］・金畠爽 ［1979b・1980］・平井俊栄 [1987］・金勲 ［2001])
参照。




(12) 54頁の冊子本。奥書に 「弘安六年八月十七日 ［CE.1283.9.11］相承之了 華版宗沙門 （花抑）」
(T.34 no.1725 p.875c, 1.19）とあることから、1283年に華厳宗の沙門によって書写されたことが解
る。また、「仁和寺蔵本」が 『東文選』より先行することはいうまでもなL、。引用文中、［一］括弧
内は筆者による。また、下線は 「原本」による筆者の補L、。
＊ 「j京本」 は、当寺に対して行った 「貴重資料所蔵調査及び複写依頼」 （2009年4月9日）が受理
され、約一ヶ月後 （2009f!"5月15日）に当寺が撮影し出力したものを頂戴した。関係者の話による
と、 『大正蔵』収録のための閲覧以来、 今まで閲覧 ・複写に応じたことがなく（原則不可）、今回が
初めてのことだという。ti重資料の提供にご協力頂いた関係者各位に深く感謝申し上げる次第であ
る。
(13）現在までの調査では、以下の 6部 （孫引きの場合を含む）において 『宗要』の引用が確認される。
海東撰述輩疏ー①表員 （CE.-751ー）集 『華厳経文義要決問答』（SZ.8no.237）、日本撰述章疏ー①
器援 （CE.-757-791－） 述 『華厳五教章指事』（T.72no.2337）、②増春 （CE.-947-956－） 釈 『華厳一
乗義私記』（T.72 no.2327）、③凝然（CE.1240-1321）述 『五教章通路記』（T.72no.2339）、④審乗
(CE.1258 1313 ）撰 『華厳五教掌問答抄』（T72 no.2340）、⑤普寂 （CE.1707-1781）撰 『華版五教
掌術秘紗』（T.73no.2345) 
(14) （金達鋲［1966］・李英茂 ［1974-1975］・〔李箕永 ［1983］「六門分別」のうち、「第三明能詮用」
までの訳〕・李鍾益 ［1987］） 参照。
(15）吉蔵 （CE.549-623）撰 『法華玄論』巻第一に 「玄義有六重。一弘経方法二大意三緯名四立宗五決
疑六随文稗義。」（T.34no.1720 p.36la, 1.6）とあり、『宗要』との対応関係は （平井俊栄 ［1987]
pp.101 104）に示されている。また、 智顔（CE.538597）説濯頂（CE.561・632）述 『妙法蓮華経玄
義』巻第一上に 「稗名第一 緋健第二 明宗第三 論刑第四判数第五」（T.33no.1716 p.681c, l. 
29 p.682a. 1.1）とあり、『宗要』との対応関係は （李永子［1988a]pp.521 523・［1988b]pp.45 47) 
に示されている。また、両者の説は（福士慈稔 ［1991]pp.638-639）にも言及されている。












(20）『大慧度経宗要』（T.33no.1697 p.74a, l.3-4) 
(21) 0＇ 六門分別 〔注記〕① 【T.34p.870脚註⑪】 「⑮弘安六年相承仁和寺蔵本」、【HBZ.1p.487c 
胸l註＠】 「⑮新修大蔵経 第三十四谷 （弘安六年相承二［ニ仁の誤植］和寺蔵本）⑨東文選第八十三
各所載法華経宗要序。」、『東文選』には 「法華経宗要序 稗元暁」CDMS.83p.lr, 1.3）とあり、以
下の 「将欲解稗此経」から 「初述大意者」までの41字を欠く。引用文中、 ［・］括弧内は筆者によ
る。
(22) 1 1 .初述大意（文辞 ・義理） 〔注記〕①吉蔵造 『法華遊意』開題序に 「歪如妙法蓮華経者。
Wr乃窮理登性之格言。 究支無官事之極説。理致淵遠統群典之要。文旨腕麓窮巧妙之談。三聖之所捻揚。
四依之所頂戴。」 （T.34no.1722 p.633b, 11.15-18）と類似する文例が見られる。 ②『東文選』・
『韓併全』の 【HBZ.1p.487c胸l註＠】 「滅」作 「戚」⑪。」 には 「戚」とあるが、 「仁和寺蔵本」に
「滅」とあるため、 「仁和寺蔵本」に従う。 ③『東文選』・『韓併1全』の 【HBZ.1p.487c脚註＠】
「花」作 「華」⑨。」 には 「華」とあるが、「仁和寺蔵本」に 「花」とあるため、 「仁和寺蔵本Jに
従う。




以化其纏。謂身長賞也。」 （T.34no.1722 p.633b, I.21-29）と類似する文例が見られる。 ②『大
正蔵』の欠字（1/43）。 「仁和寺蔵本」は破鎖して判読できないが、 『東文選』・『韓併全』の 【HBZ.
1 p.487c胸l註＠】 「口作 「四」⑨。」 に 「四」とあり、 「仁和寺蔵本」に残っている字形からも 「四」
と読めるため、 「固 」に確定して採用する。 ③『東文選』・『韓併全』の 【HBZ.1p.487c脚註
＠】 「算」作 「盛」⑨。」 には 「慶」とあるが、「仁和l寺蔵本」に 「算」の具体字 「雫」とあるため、
「仁和寺蔵本」に従う。なお、 〔原文〕・〔司I読文〕では、例外的に正字 「算」を用いた。 ④『大
正蔵』の誤字。『大正蔵」・『韓併全』には 「立」とあるが、 『東文選』・『韓併全』の 【HBZ.1p.487c 
脚註＠】 「立」作 「土」⑨。」 に 「土」とあり、 「仁和寺蔵本」にも 「土Jとあるため、 「国」 に訂
正して採用する。 ⑤「仁和寺蔵本」には 「園生」とあるが、本箇所は、鳩摩羅什 （CE.343
409？）訳（CE.406）『妙法蓮華経』醤験反：の「今此幼童皆是吾子。愛知t偏黛。」（T.9no.262 p.12c, I.
26 27）・「衆盤中尊 世間之父 一切衆生皆是吾子深著世事長官時有慧心」（p14c, ll.20 21）・「今
此三界皆是我有其中衆生悉是吾子 而今此庭多諸患難」（p.14c,11.26-27）・「汝諸人等 皆
是吾子 我則是父」（p.15a,1.16）などに依拠した表現であり、また、『宗要』の 「第二弁経宗」に
も 「三界所有四生衆生。」（T.34no.1725 p.871a, 1.1 12）とあるため、〔訓読文〕では 「衆生」を
補った。







入仰知見＠道故出現於世。」 【T.26p.16脚註＠】 「者＝等②⑧」 【T.26p.16脚註＠】 「除一切＝I惟除如
来一切義②⑧」 【T.26p.16脚註＠】 「世＋（故）②⑧」 【T.26p.16脚註＠】 「（以）＋如②⑧」 【T.26
p.16脚註＠】 「彼＋（深）＠⑧」 【T.26p.16脚註＠】 「故＋（言）②③」 【T.26p.16脚註＠】 「現＋（欲）




等云何封治）＠⑧」 【T.26p.18脚註＠】 「（菩提）＋記②⑧」 【T.26p.18脚註＠】 「故＋（是乗平等無




(25) 1 -4.妙法 ・蓮華 （l ) 〔注記〕①『東文選』・『韓併全』の 【HBZ.lp.488c脚註＠】 「滅」
作 「成」 ⑨。」 には 「戚」とあるが、「仁和寺蔵本」に 「滅」とあるため、「仁和寺蔵本」に従う。
②『妙法蓮華経玄義』序王に 「華敷笹開機。蓮現醤額賞。」（T.33no.1716 p.68lb, l.2-3）と類
似する表現が見られる。 ③ 『東文選』・『韓併全』の 【HBZ.lp.488c脚註＠】 「華」作 「花」
⑨。」 には 「花」とあるが、 「仁和寺蔵本Jに 「華Jとあるため、「仁和寺蔵本」に従う。
(26) 1 -5.妙法 ・蓮華（ 2 ) 〔注記〕 ①『大正蔵』の誤字。『大正蔵』・『斡側全』には、 「久」と
あるが、 『東文選』・『韓併l全」の 【HBZ.lp.488c脚註＠】 「久」作 「人」⑨。」 に 「人」とあり、
「仁和寺蔵本」にも 「人」とあるため、「囚」 に訂正して採用する。 ②『大正蔵』の欠字（2・
3/43）。 「仁和寺蔵本」は破損して判読できないが、 『東文選』・『韓併全』の 【HBZ.lp.488c脚註
＠】 「「口口線」作 「慮侃惚」⑨。」 に 「尉兄」とあるため、「園困」に確定して採用する。また、
〔『大正蔵』の誤字。〕『大正蔵』・『斡仰全』には 「総」とあるが、 『東文選』・「韓併全』の 【HBZ.l
p.488c脚註＠】 に 「惚」とあり、「仁和寺蔵本」にも 「惚」とあるため、 「園 」に訂正して採用す
る。 ③『東文選』・『韓併全』の 【HBZ.lp.488c脚註＠】 「是」上有 「於」⑨。」 には 「於」と
あるが、 「仁和寺蔵本」には見当たらないため、「仁和寺蔵本」に従う。 ④『大正蔵』の欠字
(4/43）。「仁和寺蔵本」は破損して判読できないが、『東文選』・『韓併全』の 【HBZ.lp.488c脚註
＠】 「口作 「以」⑪。」 に I以」とあるため、 「図 」に確定して採用する。 ⑤『大正則の欠字
(5/ 43）。「仁和寺蔵本」は破損して判読できないが、『東文選』・『韓併全」の 【HBZ.lp.488c脚註
＠】 「口作 「羊」⑨。」 に 「羊」 とあるため、「固」 に確定して採用する。 ⑥『法華遊意」開題
序に 「良以小志前開放早＠馳羊鹿。 大心後－~方駕此白牛。」 【T.34 p.633脚註＠］ 「馳＋（彼）⑪」 【
T.34 p.633脚註＠】「努＋（故）⑨」（T.34no.1722 p.633b, 1/.19 20）とあり、本箇所からの引用であ
ることが指摘 （徐輔鉄 [1985b]pp.355 356）されているが、 『妙法蓮華経玄義』巻第二上に 「今法
華明。 昔於波経奈勝四諦法輪五衆之生滅。 今復車専最妙無上之法輪。 此亦待鹿苑~＠：法華~妙。 妙義
皆同待箆亦等。文義在此也。」 （T.33no.1716 p.696b, l.2 26）とあるように、ここは 『遊意』より
もむしろ 『玄義』に依拠した表現と考えられる。なお、本箇所は （呉光焼事口978]p.860，注3)
に 「智頒の説を引用」として指摘されている。ただし、注3に 「大正蔵三五 ・八七O頁。」 とある
のは 「大正蔵三四」の誤りであろう。 ⑦『大正蔵』の欠字 （6/43）。「仁和寺蔵本」は破損して
判読できないが、『東文選』・『韓併全』の 【HBZ.lp.488c脚註＠】 「口作 「待」⑪。」 に 「待」とあ
るため、 「園」 に確定して採用する。 ⑧『韓併全』の 【HBZ.lp.488c脚註＠】 「箆」作 「危」
⑪。」 は、『東文選』には見当たらず、 『縁側；全』の誤記か版本が異なるのか不明である。 ⑨ 
『妙法蓮華経』磐I食品に 「駕以白牛。」（T.9no.262 p.12c, 1.2）とある。 ⑩ 【至人】釈迦如来の
尊号。 ⑪ 「之れ」とは、前文の 「葱の慮」とは、反対なる意味であるが、 主語が明記されてい
ないために、文章に矛盾を来たしている。従って、 〔訪｜読文〕では 「之れ ［ニ火宅］」を補った。
(27) 1 -6.妙法 ・蓮華（ 3 ) 〔注記〕①『法華遊意』開題序に 「夫借一以破三。三除而ー捨。依
修以斥短。短息市筒忘。」 （T.34no.1722 p.633c, l.2 3）とあり、本箇所からの引用であることが指
摘されている。（徐輔鉄 ［1985b]pp.355 356）・（福士慈稔 ［1991]pp.639-640）参照。 ②『東
文選』・『韓仰全』の 【HBZ.l p.488c脚註⑪】 「遁口」 作 「乃借」⑪。」 には 「乃」とあるが、「仁
和寺蔵本」 に 「遁」とあるため、 「仁和l寺蔵本」に従う。 ③『大正蔵』の欠字（7I 43）。『東文
選』・『斡仰全』 の 【HBZ.1p.488c脚註⑪】 に 「借」とあり、 「仁和寺蔵本」にも 「借」とあるため、
「園」 に確定して採用する。 ④『大正蔵』の脱字。『大正蔵』・「韓仰全』には欠けているが、
『東文選』・『韓併全』の 【HBZ.lp.488c脚註⑪】 「除」下有 「市」⑨。」 に 「而」とあり、 「仁和寺
蔵本」にも 「除而」とあるため、 「圃 」を補填して採用する。 ⑤『大正蔵』の欠字（8/43）。
『東文選』・『韓仰全』の 【HBZ.lp.488c脚註＠】 「口作 「修」⑨。Jに 「修」とあり、 「仁和寺蔵本」
にも 「修」とあるため、「園」 に確定して採用する。 ⑥『大正蔵』の欠字（9/43）。『東文選』・
『緯仰全』の 【HBZ.lp.488c胸l註＠】 「口作 「斥」⑨。」に 「斥」とあり、 「仁和寺蔵本」にも 「斥」
とあるため、 「困」 に確定して採用する。 ⑦『大正蔵』の欠字 (10/43）。『東文選』・『韓併全』
の 【HBZ.lp.488c脚註＠】 「口作 「修」⑪。」 に 「修」とあり、「仁和寺蔵本」にも 「修」とあるた
?
?
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め、 「圃 」に確定して採用する。 ⑧ 「東文選』・『韓併全』の 【HBZ.lp.488c脚註＠】 「忘」
作 「亡」⑨。」 には 「亡」とあるが、 「仁和寺蔵本」に 「忘」とあるため、 「仁和寺蔵本」に従う。
⑨『妙法蓮華経』方便品に 「是法不可示 言続相寂滅」（T.9no.262 p.5c, I. 25）とある。
⑩ 『東文選』・『韓併全』の 【HBZ.1p.488c胸l註＠】 「蕩」作 「償」⑨。」 には 「償」とあるが、
「仁和寺蔵本」に 「蕩」とあるため、 「仁和寺蔵本」に従う。 ⑪ 『大正蔵』の誤字。『大正蔵』・
『韓仰全』には 「粛」とあるが、 『東文選』・『韓併全』の 【HBZ.lp.488c脚註＠】 「粛」作 「鋪」
⑨。」 に 「餓」とあり、 「仁和寺蔵本」にも 「新」とあるため、 「聞 」に訂正して採用する。また、
「元暁は‘粛’を多く用いているため‘J;b＼’は誤植或いは略字と見倣すべし。」（李箕永 ［1983]p.60 
註27））という指摘もあるが、 「ここで文中に 「蕩然隣接。粛駕離寄」という言葉は、イ首肇の 「百論
序」［僧肇（CE.384-414ワ）作 「百論序」に 「俄然廃披。而事不失真。粛駕事i;寄。而型自玄曾。」
(T.30 no.1569 p.l67c, 1.29・p168a, 1.1）とある。］ からの引用であるが、これは 『遊意』［(T.34 
no.1722 p.637c, 1.29日と 『玄論』［（T.34no.1720p.38lc,1.17）］の両者において、いずれも 「経宗」
を説く段に、前述の引用文と相前後する箇所で説かれている。」（平井俊栄 ［1987]p 107）と指摘
されているように、本箇所は 「百論序」からの引用 （孫引きの場合を含む）である。引用文中、 ［－］
活弧内は筆者による。なお、元暁撰 『大乗起信論別記』本にも 「故如是甚深因縁道理。粛駕際披。
蕩然有！~破。 宣容違誇於其問哉。J (T.44 no.1845 p 236b, 11.22-23）と同文炉ljが見られる。 ⑫老子
著 『道徳綬』老子第二十五章に 「吾不知］其名。張字之日道。強震之名目大。」 とあり、これに依拠
した表現と考えられる。 ⑬ 『東文選』・『韓併全』の 【HBZ.lp.488c脚註＠】 「檎」［作］「鋭」
⑪。」 には「競」とあるが、 「仁和寺蔵本」に 「稿」とあるため、 「仁和寺蔵本」に従う。引用文中、
［－］ 指弧内は筆者による。 ⑭『東文選」・『韓仰全』の 【HBZ.lp.488c脚註＠】 「花」作 「華」
次同⑨。」 には 「華」とあるが、 「仁和寺蔵本」に 「花」とあるため、 「仁和寺蔵本」に従う。
⑮ 『妙法蓮華経』随喜功徳品に 「若復有人於講法民主坐。更有人束。W1令坐聴。若分座令坐。是人功
徳。車専身得帝緯坐慮。若党王坐慮。若将輪聖王所坐之慮。」（T.9no.262 p.47a, 11.5-6）とある。
⑮ 『東文選』・『韓例全』の 【HBZ.lp.488c胸l註＠】 「首」作 「向」⑨。」 には 「｜渇Jとあるが、
「仁和寺蔵本」に「嘗」とあるため、「仁和寺蔵本」に従う。 ⑪ 『東文選』・『韓併全』の 【HBZ.
l p.488c 胸l註＠】 「淫」作 「経」⑪。」 には 「経」 とあるが、 「仁和寺蔵本」に 「運Jとあるため、
「仁和寺蔵本」に従う。 ⑬ 「そもそもーを借りて三を破れば、 三が除かれてーも捨てられる。
長を借りて短を打破すれば、短が無くなって長も無くなる。」（菅野博史 ［1992]p.34）参照。とく
に、本箇所は、吉裁が道生 （CE.355つ－434）撰 『妙法蓮華経疏』（SZ.27no.577 p.5a, ll.12-13, p.l4b, 
ll.13-21）より受けついだものとされている。（丸山孝雄 日978]p.15, p.409註⑬⑫） 参照。
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